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異文化の表象から感じる自文化

金時徳（韓国国立民俗博物館）

Lはじめに

 民族学（人類学）博物館に展示している異文化の模様は、展示を担当した人々の考

えにより構想化される。展示企画チームが一つの文化体（国家・地域を問わず）をい

かに考え、いかに表現するかという過程と結果が民族学博物館の展示として現れるの

である。大阪国立民族学博物館（以下、民博とする）の「朝鮮半島の文化」展示もこ

のような結果の一つである。

 民博では、既存の「朝鮮半島の文化」展示を新たに改装するため、1997年から

『「もの」を通して見た朝鮮民俗文化』という共同研究会（研究責任者、朝倉敏夫）

を1999年まで行った。この共同研究会は、日本で韓国文化を研究する専門家はもち

ろん、美術館・博物館の専門家で構成されていた。展示企画者は、この研究を通じて

多方面の意見を受け入れた。また、韓国の国立民俗博物館の学芸研究員を一年間招聰

し、展示企画に参加させた。したがって、この展示は企画段階から展示担当者の一方

的な考えで行われたのではなく、多方面の意見を受け入れるかたちで進められたので

ある。その結果、展示企画者により一方的に一つの民族の文化が表象される、既存の

民族誌展示が持っていた危険性を排除できたと考えられる。

 既存の「朝鮮半島の文化」展示が、異文化の発見という側面から韓国文化をいかに

理解しているかという民族学的（人類学的）関心にとどまっていたとすれば、新たな

展示は朝鮮半島という異文化を「もの」という有形資料を通じていかに表象するかと

いうことに焦点があてられていた。したがって本稿では、既存の民族誌展示の反省す

べき課題が、 「朝鮮半島の文化」展示を通じていかに解決されていったのかをみるの

が目的である。もちろん、博物館学的な立場、とくに民族学博物館の展示発達過程を

論議するのではない。最近、台頭している民族学博物館の展示方法に対し提起される

批判と結びつけ、 「朝鮮半島の文化」展示を行ってきた過程を通じて既存の民族誌展

示の問題点をいかに解決しているのかを考えようとする。また、民博に展示した「朝

鮮半島の文化」という「異文化の展示」で、 「展示される文化に属する展示される

者」の一人として感じる自文化を記述しようと思う。
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異文化到表象州刈と列セ自文化

金時徳（韓國國立民俗博物館）

1．司司魁

   剋否認（q昇すD叫号嵜d1石入国司銀山異文化到呈告諭τま入1石λ1暑

甘遇蝕望朴山山到想冴司9司干甘糾宅1斗．遭入1フ1司唱ol司・1気当文化膿（号

7ト01薯ス図・幅）｛｝函朝1碧4さレエ，明馴1豆観心とヰ到斗直叙召斗暑。1

剋否叫叫暑小丸週入倖子む週叫セ唄・1叫．皇入トヲト号沼兵乱叫叫暑執・1糾

望叫）到‘呈出魁到呈露’そ1入19入101司重｝石生号到司一耳ol亡ト．

  剋叫dレ『モ∋フ1善q‘呈組魁呈91｛｝重｝’石入1母川呈フ胚｝司一71♀1胡1997

遇早日“蛇石暑暑胡薯呈志望舎暑糾”叫セ暑苦望子司偲〒刈望ス｝：朝倉

敏夫）暑1999思叫ス1遭胡司・銀1斗．01号暑望〒・毛羽望潮司刈妊ヨ｝｛｝糾暑・ヨ〒・

司セ禄｝7ドヨ号百司翻｝，叫暑邊国富｝7橿呈子磁判司銀戴珠石λ1フ1

司ス臣・1望子里雪｝五胡素論嘔到凶歳｛｝奈｛トを引皇呈望エ戴珠空

赴選号爵号由仁舎叫聖｝叫列q子山畑1望そ｝主碧司・φ趣レ国。刊君明

入1ヲ図一丸銀可．叫己囚・1石入隠フ図牡測早日石入1甘薯ス回望磐司望想

Z卜立一高噌羽銀フ1二心セ叫読唱・9191石幸碧叫恕含71銀亡トエ暑・午銀叫．

叫一計受入1司司州忌違望唐言立呈露・1斗到望尋呈糾7ト表象男芒フ1善到民

族誌展示7ト丹ス1エ銀銀望♀1唱闇暑剛刈を；午銀戴含仁治呈旦望叫’

  フ1舌到‘呈翌冬王到呈叫’石入1フト異文寸書雪君ol叫セ考・背切レ『判司

呈糾暑（判望翔。團司・エ銀セ7レ己｝非望香重心（望昇司・司）書痙明1司暑・己妻朝出

1斗遇，胡呈金妻入1ゼ翌翌魁三叫セ異文塞出日石01年長弁碧スト豆強弓胡明

馨刈豆杢｝毬唄q7ト受註唱01喫・手（判司銀叫．副書刈01音更宮司フ1善到民

族誌展示7ト魁想胡叶毬奇刈正項‘蚤旭望｝三尺呈糾’叫セ石入1暑暑胡σ1望刃1

署司フトエ銀セフト暑手込見碍セ喫01昇司01τ｝．孤立叫暑豊叫司q『雪を，副

司墨香叫叫盤五二入博甘斗醗｝芒到き団セ漏出・川じ｝．剰丑司玉堤司

エ戴セ望手直’叫心元到冠入1雪三州τ月胡刈フ国セ司豊凶七日早刈高‘呈忍

魁呈釧呈糾’石刃暑剤墾胡薯斗男暑暑胡フ1暑到民族誌展示釧呈刈相暑

司馨円1司召司・エ叙セ7ト暑皇司エ耐1ゴト．王尋望暑到剋叫司1石入1宅呈翌魁

三朝呈糾叫セ‘異文化到石入γ州刈‘週入国セ呈糾司1舎妊石入国セスド釧妊

入梶｝立呈刈到とη1セ自文化暑フ1含苛エスト赴叫．
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2展示する者と展示される者との対話

 16世紀から17世紀にかけ、王侯貴族が自分の邸宅に珍品陳列室（Cabinets of

Curiosities）を競って立て始めたのが博物館学の始まりとみられる。このような現象は

自己の周辺で接することが難しい異国の珍奇なものをみせることによって異文化を発

見する時代であった。19世紀に人類学が学問の一つと位置づけられることによって、

教育の一環として民族学博物館が誕生するようになった。民族学博物館の誕生は、世

界の発見という異文化の発見から民族誌展示を通じて異文化を表象する段階に転換す

る。そのうえ、最近は固定展示（常設展示）を通じて異文化を総合的に表象すること

は難しいとする認識論もでている［吉田憲司 1999：56］。

 吉田憲司によると、異文化を展示する民族学関係の博物館の展示は、大部分が異文

化の発見という観点から展示が行われたため、植民地人類学的な見地の展示が行われ

たと批判している。この対案として、展示をする者と展示される者との共同作業、展

示をみる者との対話を通じた展示を行うことが、自文化の中心的な方法で異文化を展

示する過ちを犯さない方法であるという［吉田憲司 1999：26］。

 このような立場からみると、新たな「朝鮮半島の文化」展示は、展示する者である

日本民族学（具体的には展示企画者）と展示される者である韓国人との対話を通じて

完成したといえる。それはまず第一に、展示準備と企画のため、韓国の国立民族博物

館の学芸研究員を一年間招請し、ともに展示企画を行ったという事実をあげることが

できる。その対象であった筆者は、1998年12月から1999年12月まで一年間、展示

のため共同研究会に参加することはもちろん、展示企画過程に直接参加した。もちろ

ん、 「墓制の日韓比較研究」という筆者の研究テーマがあるため、すべての面で展示

に専念することはできなかったが、展示企画への協力をするようになった。筆者が参

加した当時はすでに展示に対する構想が確定されていたため、部分的に助言をする程

度にとどまったが、企画者が自分の意図を具体化し、決定するのに微力ながらカにな

れた。

 もし、筆者が展示企画者の展示意図を筆者の思うとおりに進めていくよう要求した

とするならば、この展示はすでに異文化の表象ではなく、筆者の自文化を表象すると

いう深刻な問題を招いただろう。展示に参加することでどのくらいの影響力があった

かよりは、展示される文化に属した者との対話を通じて展示をしょうという意図に、

大きな意義があったと考えられる。前述したように、自文化中心的に他文化を一方的
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2．石入1司・ゼスト舛石入1引モ∋スト斗到剛糾

   16刈17回1刈17刈1フ回1召斜 暫早刊否暑01スレヨ到 刈日（刈1珍品陳列室

（Cabinets of Curiosities）｛｝ そ1碧司≦；≧、星・刈1♀71 入1区卜重｝ 参！｛｝ 叫号モ｝司・6刊ノ『モ…

叫嚢｝q豆入障旦ユ銀珠・同妊観な｛≧スレ四手魍囚羽川七去牛

叡セ1斗喜叶叫到萢フ1量国君寸寸旦叫良計呈刈‘異文化計量君司・セ’入1司

蝕叫エ謹転回暑唄01亡卜．19刈フ1望潮司一〇1司一呈91耐巻相帯スト司暑畦引

里刈皿塩山望草｝皇呈二等司・叫暑書01尾｝想司・剛到銀亡卜．望否重｝叫暑牲到畳

想薯補測到唐君01叫亭亭文化到甦君司レ『民族誌展示暑暑胡異文化暑豆

汁司・芒牡司回雪暑司・刈宅亡ト．洲1斗フト段丘叫ゼエ葱冠註1（杢｝翌週入D暑暑胡

異文化暑香刈司皇白豆甘注記R壬型喜σ1巨編望01叫ゼ勉剤薯三1七軒エ銀

1斗［吉田憲司1999：56】．

  吉田憲司州到司・里異文化歯冠刈司・セ望手司’モ｝測叫号モ｝美園刃巨材

早呈01異文陸島雪折01叫セ牲野州刈石入17ト01早（〉樫艮フ1剛呈司剤剋ス1q

雄叫司望君ス回冠入17ト・浮司ゑ叫エ晦｝さ枢戴U｝．・回噌｝皇呈‘封入1

暑苛セスト9｝石入国司ス桝到晋暑z｝唱，し｝・レト福音旦ゼ蒲刈叫到胡聾

暑薯を石入1丹01早司召囲 自文化苦層司口止唱皇呈異文化暑石入1糾ゼ

皇昇｛｝自訴ス1錯語世唱01叫ユ糾叫［息出憲司1999：206］．

  ・1工種｝唱を司囚モ｝叫屯・収｛｝‘王梱｝王9｛｝糾’趣回石♀石入同

｛…人ト曽四望薯剋否司・（子刈司皇呈．モ…石入1司τわ膏石入国美壬入ト君皇1重｝号剋斗

塾則糾暑暑胡01早司萢石刃叫エ曾奈銀1斗．ユろ！舎諸事，石入1歪司斗71

棄｝斜胡1雇イ｝重｝号テ召剋舎叫暑モ｝嘱す威望r■λ陪室碧き回草｝列1石入1

71碧｛｝司一蝕1広州朴翌耐暑奈銀τ｝．ユ引杢｝01切望遭スド壬1998遇12賀・早日

1999遇 12呈1；ワトス11雇 そ｝ 迅入1暑 ♀1を 暑・苦（三子：司司1君7ト草｝｛≧ 暑．忌 石ノ・171：i碧

山粥1漫言室｝7虚血味暑喜を望墓缶倒司丑qr叫セ遭ス回望子司・レト

丸丸超言立呈迅入回石面｝午叡銀ス1マL迅入レ園d擁｝7閲刈社唱叫望

そ｝唱｛｝子忌叫．読法望スレ擁｝7レ銀鼠モ｝入1セ・1D1石入回1喉｝〒・杢｝・1叫碧

一子銀扇刈早六二皇呈王勉暑苛セ碧王戴ス1魁，7図ス桝スレ四面呈順

子刈二言泣召藍島二日回1ろ｝ス榎｝呈苦。1月銀暑想出尋叫．

  ・1青苧｝舛週スト7レ週入團司到石入回呈暑週ス國想4司呈陰陰胡暑

引暑且子苛認可遇，01石入1七〇回異文化潮豆汁010｝月書斎ス剣竜文化

法皇甘司・セ召之卜皇女刈洋室朗司・洲墨銀暑唄011斗．石入1（¶書7ト脅皇呈刈

引船｝吾到曽磐弔。1戴洋藍7隠フレ司フ1副馬扇取国遠呈鯛1舎を朴君
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に評価してきた展示方法の問題を知り尽くし、これを解決するための試みがあったと

いうことに意義があるといえる。

 第二に、パティオに琴南を展示するために現地の事業者を展示の施工に協力依頼し

た点である。 「もの」との対話を重視する民博で、展示される文化に属する展示施工

業者が展示に協力することで、 「もの」の裏に隠れている文化的脈絡を十分にみせる

ことができるという考えがあることを示している。

 展示企画者である朝倉敏夫は、酒幕を展示することに対し、情報コミュニケーショ

ンのターミナル・余興を楽しむ娯楽の場・文化伝達のターミナルとしての役割を酒幕

の機能を活かすことで、イベントを通じての単純な休憩場ではなく、 「対話の場」と

して活用しようとした。また、オンドルの暖かさを体験できる機能を活かそうとした

［朝倉敏夫2000：20］。従来の一方的な展示のため展示されるものは沈黙を強いられた

時代ではなく、双方向的な異文化の接点として民博の出発を意味することと評価でき

る。また、そのうえ展示をみる人々同士の対話、異文化の体験空間としての役割まで

も念頭においた展示企画であった。

 第三に、 「日本における韓国文化の表象」というシンポジウムである。展示を行う

過程で、展示される者との対話で満足するだけではなく、この対話がいかに展示に適

応したかを評価する場をつくったことは、現在の展示だけではなく今後の展示に反映

しようとする意図が内包されているため、意義が大きいといえる。

 展示される者が、展示される者との対話を試みることは民族誌展示において自文化

中心的な視点では異文化を総合的に表象できない反省が背景にあっただろう。単純な

異文化発見の次元ではなく、あるいは展示する者とされる者との対話、ひいては展示

を見る人との対話を通じて、さらに効果的な展示が可能になるための装置とみられる。

それはCameronがいったForumとしての博物館を指向することであるといえる［吉田

憲司 1999：208〈再引用〉］。

3民博が設定した韓国文化の表象

 民博が「朝鮮半島の文化」に対して展示することは、基本的には日本の民族学、あ

るいは日本の博物館民族学の学問的視野を基礎としている。展示するものとして、今

回の展示企画者（日本の民族学者としての立場）が考えている朝鮮半島文化の姿が

「朝鮮半島の文化」展示そのものであるだろう。もちろん展示方法により、その姿は

異なっても朝鮮半島の文化に対する視角であることはいうまでもない。
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斗潮閉糾暑暑司冠入｝暑司・裁叫セ到三司1日暑到到フト銀セ裂立呈想：Z卜宅

u｝．里司・スト遇，01ロ1望司レ『望骨殻昊01自文化吾想司皇呈1斗呈糾暑望磐司立

呈碧フト胡毅q石入1唐自惚呈刈口切」｝司一エ01暑隠紋司・フ1♀種｝入1王7ト銀

銀亡卜芒司61191917ト銀亡トエ司・裁τ｝，

  暑列セ叫日皇州手亘陪冠入1苛71♀：1胡むス回入園ス匿石入囚号・召刈

呈冠碧蝕亡R壬唱01τ斗．暑君斗到τ月糾暑苦入同・セ望叫司囚石入国セ｛｝糾司1

予予そ1入囚（冒スレト石入催・譜ぞ♀暑石門叫念・判予兆｛｝糾司囲叫音苦呈

司旦α｝暑・団団暑喫01叫セ碧Z干01剛明銀告国里胡手エ二二唄01可．

  石入1二三朝倉敏夫セ手叫暑石入慢｝司記紀“二二引三月刈。レ琶三日

ロ1望・α1喜二二フ1三皇骨到そ｝・呈糾記せ到日ロ1望円曾音殻二手叫到フ1

皆｛｝二二エ01剋旦暑二胡畳｛i｝を弄刈杢7ト。ト月 斗‘口1糾到を’二二暑至嘱・

エス｝を叫．圧選薯暑斜叫巽脅暑刈碧哲冷銀ゼ刃園斜を皇呈刈到7Pま暑

毬野司ヱを叫”エ糾銀亡ト［朝倉敏夫2000：20］．香謝到望雪司剋冠λ1呈q胡

道入国ゼス｝セ苓号暑な且寸寸毅唱刃q1升叫目叫愚唐門司『ユ異文化二二

到を皇呈刈望四分≒契｝暑到・1司・ゼi刃引呈碧7ト・ヨ希1穀ロー．讐吐叫月計

道州1暑旦セ舜菅斗斜朗糾，叫叫7レ日セ異文化到刈碧号二三呈刈到9邊叫

ス1王曽門司1岳石入1フ国・1銀叫エ古二王門暑喫・1叫．

  唄圃四望薯司1銀明刈を丁田糾到丑杢｝’・1叫セ忍王ス園。1叫。石入1暑

週胡司・芒斗碧・¶刈石入国セスト当芋司糾呈肚奔誹ゼ裂・1・四叫。1［個

叫望叫耳週入回司吾肩下セ7陪碧7裡｝セスト司暑・侵1蝕叫孔門薯むス耳到

起入1讐魁叫し1叫望皇呈91石入1司1肚（暮司・裁叫セgiロ17レ冒7窺戴（『9191升

ヨ叫．

  石入｝司・セスト7ト石入1三三スト斗到τ刊糾暑入1三を1斗ゼ裂書民族誌展示二

二明刈自文化二二手到司勉？｝昇立呈セ異文化暑害刈司立山丑高湿・ス1昊を

叫ゼ三碧01剛石州な二二叫エ二段．二念を異文化二見到叫望01。ト月叫，

薯書石入1苛セス國一石入国セス｝斗到司糾，叫・レを石入ほ旦セ入隠斗到閉

引回暑内学司互叫司剋石入17ト7ドま門別司一フ1♀：庵をヌ1呈互qu｝，豊司・スレ

望，Cameron o1豊町Fonlm皇呈刈釧叫暑モ｝｛｝ス1書判・セ呈告01叫糾裁叫［吉

田憲司1999：208ス刊今回］．

3．民博01翌碧尋尋号是糾到豆甘

  剋叫01‘王組魁血潮呈糾’副司胡石入1自認セ重書フ1薯司皇呈望暑望

一163一



 民博の展示全体がそうであるように、 「朝鮮半島の文化」展示も民族誌展示を通じ

た韓国文化の表象を前提にしている。1983年に最初に展示公開された朝鮮半島の展示

は、祖父江孝男が「この地域の展示の基本プリンシプルとしては、現代の韓国の精神

生活における二つの基本的な枠組となっている“民間信仰”と“儒教”の二つを大き

な柱とし、それらの間に衣食住の物質文化を配列して、韓国の文化の構造を示すよう

につとめた」［祖父江孝男 1984：299］といったように、精神と物質という基本的な構

造を韓国の文化とみて、これを満足させようという意図があった展示であった。

 2000年3月に公開された展示の特徴は、展示企画者である朝倉敏夫による新「朝鮮

半島の文化」展示の構想によく現れている。伝統を過去の残津ではなく、現在の視点

で活動する文化的な力として「意味ある過去」と規定することにより、伝統こそが韓

国社会の現代文化であると規定する視角に現れるように、韓国文化の重層性をコーナ

ー別に展示することで既存の構造展示から疎外されていた通時性を強調しているとい

えるだろう。

 とくに、子供の文化を展示するため配置した「子供部屋」にかけてあるハングル展

示は、画期的な発想であると思われる。韓国の国立民族博物館の第1展示室の奥にハ

ングル創製という展示コーナーがおかれている。そこにはハングルの起源と子音と母

音の原理・他言語との比較展示をしている。韓国でハングルを展示することは自文化

としてのハングルの原理・世界的分布状況（もちろん、海外に居住する韓人が使うハ

ングルである）・ハングルの歴史・優秀性などをみせるための展示である。しかし、

民博のハングル展示はハングルの言語学的分析をもとにした展示ではないとしても、

韓国という国がハングルを使っている国であることを知らせるには十分である。

 有形資料を中心とした展示をする博物館で、もっとも困難な部分が無形アイテムの

展示である。もちろん、映像や写真、音響を通じて展示することはできるが、 「も

の」を中心とする博物館においてはいまだ相当な困難に直面している。無形アイテム

の展示は、理論的には展示の妥当性が認められるが、展示という行為としての表現が

困難なため、相当な部分で排除されてきた。しかし、民博のハングル展示は、他者の

目からみる韓国文化の表象として朝鮮半島の文化に固有の言語があることを表象して

いる。民博のハングル展示は、韓民族の固有な言語であるハングルを使っていること

を表象するための展示ではなかった。展示コーナーの名称からもわかるように、子供

の生活文化をみせるためにつくった「子供部屋」にかけてある基礎的なハングル教育

教材を展示している。子供がハングルを覚えるため、額縁（あるいは掛け軸）のよう
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等す｝，導喜望喜釧叫暑モ｝剋奔叫到叫｛｝司入1z陪フ怪呈苛エ銀u｝．魁苛スト

里石入1苛セス障刈・偲冠入回フ国スト（望薯剋奔叫到望を）フト旦エ銀ゼ呈

翌魁呈呈司・到旦告01‘至旭魁三釧呈糾’怨門門告ユ司四望唄01亡卜．暑忌遭

入い君唱三階己｝ユ呈含薯τ樟洲旦望ス1牛王釜冠魁三斜呈糾司州尋入四

望｛≧畳重｝1斗♀1呈叡1斗．

  二二到石刃二二7トユ二三01‘呈湿二王二三糾’石刃円入1民族誌展示

暑暑二重｝ヨ｝呈糾91豆杢｝｛｝石刈1呈司・エ銀亡ト．1983唱（刈1剰主呈石入1吾7刊宅

呈組魁王到週入1セ二丁江孝男7ト“01石入回フ1薯下司薯殖ス刊到量号碧くユ

耐暑到フ1薯刃望暑。1司ユ銀セ‘回内閉切｝’斗‘♀エ’暑予予呈苛司，ユ暑朴

O回到剤子・暑召呈糾暑B月望重｝皇呈刈を≡卜暑糾到〒・呈暑・1斗1斗川71♀1司上

胃蝕亡ド’［租父江孝男1984：299］エ邊唄司碧碧忍割下召01叫ゼフ1暑剤q子

呈二選号一切呈．旦エ．01暑唱香入1ヲ団セ石入1銀叫．

  2000遇3二二暑7肩宅冠入1到三碧｛｝石入1フ1碧スト朝倉敏夫釧‘く鼓｝魁三

二二石入山子杢｝’朔三六叫耳戴τ干．“そ1暑暑三三到そ｝ス刊フト〇四己｝観川釧

入困（刈囚書暑湿・｛ヨ呈糾三碧立三三‘到ロ1銀モ壬斗囚’呈子相草｝皇回忌遭暑01

0ト畳呈を号朴司91むτη・呈一糾呈丑噌望午銀亡ドエ旦セ刃之卜。刊刈三司し｝昊

01耐号暑糾潮重層性暑ヨ．司望呈週入悸｝皇呈刈フK套潮子呈道入1州刈杢斜

月戴望暑入1碧暑な呈司・エ銀亡トエ司一裁叫．

  耳司，可・階到暑糾暑石入1司・フ1♀同日刊ヌ1尋‘叫・隠磐司そ掴叙三

選音そ1入1セ周フ国q豊甘01叫譜幸銀叫．を号三号真塩舎叫暑普刈1石入1

翌晋二二朔を量を刈叫セ石入1回目7ト叫な日・判銀目一．囚フ回セを二言フ1

望斗スト呈到望珠叫勉明斗到司旦週入1暑尋エ銀叫．尋号司囚選音暑石入1

分子摂書自文化立呈刈尋晋野望司，刈圃司甚王杢蔑｝（号忌司釧州刃『三苛

セ尋q暑・B陪即下赴量・1ス榎｝），を音到斜入L♀冷碧二丁旦・ヰ手フ1斜耐

石入101叫．ユ己1耳管叫到響き週刃セ三州引音到今明叫司下司暑呈司三

四石入1ゼ・｝望ス1叫呈尋号・1己｝セ耳叫司レ『亙暑司÷三唱・判呈糾暑石入1脅立

呈刈重｝量暑入脚下セ叶叫叫セ裂一含（i塗司7回1セ苦呈蝕銀τ干．

  ♀碧司望スト豆二号三皇呈組入國♀言忌ヌ1エ銀セ叫号壱司レ『記入1

甘到フレぽ二三｛｝三三・1早碧三三6レ・1三三剤入1。1叫．暑薯三三01し｝朴萢，

含書一等胡週入1墾奈セ銀ス1吐暑君暑秀忍皇呈を叫セ叫暑邊切囚セ。ト

剤ηトス1王子望耐・判閤｛｝暑潮・判労銀u｝．・1薯司豆呈叶一入回ε斗望想。1望碧

qス隠，石入1叫セ墾♀回刀豆竜到・判司苦剛呈列甘望早呈司期日掴1月・刃
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に、壁に掛ける非常に簡単な資料を通じて韓国の固有言語を展示する副次的な効果を

得ている。

4異文化の表象から感じる自文化

 常設展示だけで異文化を総体的に表象できないため、これを補完するため特別展あ

るいは企画展というかたちの補助展示手段が使われている。民博の「朝鮮半島の文

化」展示室では、韓国文化の全般を表象することはできない。そうといって韓国文化

の根幹を表象できるわけでもない。しかし、この展示を通じて韓国文化を研究する一

人として振り返ってみないといけないことを提示しようと思う。

 第一に、現代文化の展示と研究をあげることができる。事実、韓国人として韓国文

化を研究する研究者は多いが、現代文化を民族学的あるいは民俗学的観点から研究す

る研究者がいないことから問題が生じている。韓国では、1960年代に生産されたアル

ミニウムの鍋・プラスチックの製品などはどこの博物館にも収集されていない。むし

ろ収集対象にならなかったという表現が妥当であるだろう。1999年、韓国の国立民族

博物館では「20世紀の懐古と展望」という特別展を通じて、このような資料の不足を

切実に感じている。そのため、現代文化に対する研究が、民俗学や人類学で一日も早

く行わなければならない。

 第二に、現在の韓国の宗教文化に対する研究の必要性を悟らせてくれた。いまだに

世界の諸民族において、宗教はその民族あるいは国家のイデオロギーとして作用して

いる。世界的な雑誌に登場する「キリスト教天国」韓国というタイトルを証明するよ

うに、ソウルの夜景は赤い十字架で染まっている。外国人が韓国の夜景をみてこのよ

うに思っても仕方がない現象である。それにもかかわらず、韓国の文化論者は儒教が

韓国文化を支える支柱のようにすべてを儒教と結びつけて論議していく。実際に都市

にも農村にも教会がないところはなく、キリスト教的なイデオロギーが相当一般化さ

れているにもかかわらず、研究報告書にはそのような現象に対する論議が排除されて

きた。Emic Menta1な調査研究に傾いたのであろう。そのような点から、 「朝鮮半島

の文化」展示の現代文化のコーナーにキリスト教・仏教という現代宗教文化の面積が

大きく占めた理由を、現代の宗教文化に対する接近が切実に必要であるという展示企

画者の強い主張として受け入れるべきであるだろう。これこそ、現在の韓国文化のあ

りのままの姿であるかもしれないからである。

 第三に、 「韓国における日本文化」と「在外韓国人の文化」の展示という今後の展
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鍛銀ULユ己i耳剋叫到尋量石入トヒ叫ス回を皇呈旦セ墾…｝呈司・到丑な皇

呈凡を魁王呈糾。個エ♀望明7ト戴｛装｝豆甘糾エ叙叫．望叫円糾量石入1

二重｝マ！尋。1エ弁重｝・ヨ・取ユ重壁｛｝入ト｛｝司・エ三思三三｛｝豆杢｝古レ1三門冠

入1モ叫t1銀t斗．石λ1ヨ．司二巴二丁刈王旦01昊01叫01暑91想二丁糾暑旦明

手71♀1司マ｝｛∋‘。回暑到唐同1そ二丁セ71皇司q妊量正葺エ刈暑石入1

苛エ三二．可O｝暑01尋音91スト呈三二司フ1斜二丁スト（導丁丁スD三碧円三

門・囲寺セ剛♀社牡尋ス｝豆暑暑二二号qエ弁唱・刃暑そ1入1苛ゼ早ヌ囚剋

互二三望エ銀1斗エ司・戴1斗．

4．異文化到丑甘州刈と列セ自文化

  甘言石λ1魁皇呈異文化野害刈司皇年例な哲牛叡フ1剛呈列01暑判

断さトフ1♀1胡号曽冠，尊｛｝71碧石01叫セ碧印91旦王冠入ト午唱01仕組司エ

銀｛｝｛｝叫暑灯柱手石入惇｝暑刻碧9明銀1斗．望五宝‘吐く童q｝王道｛輩斗’石入1

封着・叫呈正号呈糾冠魁含量甘重｝千セ叡1斗．ユ並塩エ墾号呈糾釧モ｝社暑

豆甘琶弘仁ゼ唄呈市日1斗．ユ司耳01舟入｝暑暑胡を号q呈糾暑望子司一

セを母研立呈刈司暑透絵ス1蕗立身？｝望架計図刈入1苛ユストをu｝．

  ♀工むτ肩呈糾q週入19｝q戸戸暑・午戴τ斗．入ト翌重｝号剋皇旦刈重｝号｛｝

糾暑q干（Emic Approach）司・セ望子スト戸毎立し辛む引声糾｛…・剋青身司，尊｛｝

剋舎司固喜野司レ『望子苛昇等干スレト靴穿セ日回1呈刈フト銀叫．を号州刈セ

1960望τ胴1想くま9戴望望早ロ1岩碧司，署己｝ム葦刈苦号｛≧（判と叫暑モ｝州三

千論衡六識ス1鴇u｝．叫日牛唱司な皇呈蒲刈糾ス1蕗エ戴u｝畦豆観01当外

軒割011斗．1999望尋号91号省剋舎・叫暑豊州刈20刈1フ1司エ斗石動01宅送号

笛石音誹言・同をスト豆到早世暑翌唱司とη1ユ銀u｝．ユ司旦呈む硝呈対

州司尋望子升望副司つ1し｝q昇司・州刈司・転瞬口入1王月司。ト司・弓張．

  叫｛｝書算号州苛む川釜…重層丑岳三州閉を喫・硝子到遭且例言列

♀智至嘱翔船手戴叫．oト司王列測刈剋否列翔戴（判香丑セユ剋尋尊舎

号7回。二三呈フ1呈z｝三三エ銀叫．7ト晋矧刃囚q君ス回号を糾セ‘フ1昇

皿週…号到耳叫をヨ手’01己｝セ日・01号｛｝暑囎01ヨ｝王司・昊刈音到O困｛｝｛｝暑

暑｛≧二三スレ槌｛｝暑司銀u｝．斜号qo1量テ到・認｛｝旦エ・1己憧｝稟｝暑

哲唱呈を竜な・1u｝．ユ碧二王三子苛ユ二号釧三回忌ス橿薯♀丑フト二号

呈糾暑ス1三二芒ス1手対二三子引子弁：皿斗を早入図芒釧暑署・取｝τ干．翌

刈呈三入レd告善・1そ1皿司7ト叡セ昊。1叡エ，フ1号皿司rユ。圖暑呈フ1フト甘

二三望魁糾到。：1叙音司1呈暑子司・51，『甲子旦エ二丁1ゼ01己種｝む杢｝二巴胡三
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示に対する討論司会者として弁を述べる。韓国における日本文化は、これが植民地経

験の遺産であるのか、産業化の産物であるのか区別が難しい。それほど複雑に融合し

てしまっている。例を挙げると、印刷所に残っている多くの日本語、建築現場で使わ

れている日本語、日常生活で使われている日本語式英語などが植民地の遺産なのか、

あるいは産業化の過程の産物であるかという問題である。これらの区別が可能か否か

も疑問である。しかし、共同研究会を構成し、これに対する体系的な調査研究を行え

ば不可能でもない。これに対する共同研究会は必ず日韓共同研究会として構成される

べきである。客観的な視点と主観的な視点が折衷になるからである。十分な研究成果

がでた後、これに対する展示活動が進展されると思われる。事実、研究活動の前に展

示することは功罪の問題があるため、下手に始めてよい議論ではない。そのため、こ

れに対する共同研究が切実に要求されるのである。

 韓国の国立民俗博物館では、4年前から10年計画で海外に居住する韓人の生活文

化に対する調査研究を行っている。すでに中国地域の調査研究を完了し、中央アジア

の調査研究を進めている。今後、日本、アメリカなど年次的に継続されるだろう。こ

のような調査は、数多く有形資料を収集できる機会であったにもかかわらず、会計法

などの制約のため有形資料の収集が困難な状態であった。今後は最小限、収集可能な

資料の目録だけでも収集されるべきだろう。

 博物館に勤務しているキュレイターとしては、展示を行うとき、私個人の考えだけ

で展示を行うことが多かった。これは周辺の多様な意見を聞くと展示対象として選定

されたアイテムが持っているもっとも重要なメッセージより副次的なものが浮上して

しまうという理由から他の意見を排除したのである。それだけではなく、展示のため

の仮想展示と実際のディスプレイの問には相当な溝があったことも事実である。しか

し、新たに改装された「朝鮮半島の文化」展示は、展示する者と展示される者と双方

向の対話を越え、展示をみる者との対話・体験博物館としての機能を持つ展示である

と評価する。これは、民博が行ってきた重点研究プロジェクトの一つである「文化表

象の博物館人類学的研究」とともに、日本の博物館民族学の蓄積された研究成果と研

究方向の実体をみせていると理解している。
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